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・昭和 55 年度卒業証書授与式 9:30 ↓
　　・職員出勤 8:00 ↓
　　・職朝 8:00 〜 8:10 ↓
　　・点検、準備 8:10 〜 9:00 ↓
　　・学級指導 9:00 〜 9:10 ↓
　　・五年入場完了 9:20 ↓








































































































































































































































































































年度 卒業者数 皆勤 精勤 計 学力の表彰 操行の表彰 計
1910 208 53 27 80（38.5%） 30 30(14.4%)
1911 242 51 18 69(28.5%) 82 82(33.9%)
1912 217 54 41 95(43.8%) 29 21 50(23.0%)
1913 229 39 24 63(27.5%) 14 22 36(15.7%)
1914 258 66 37 103(39.9%) 18 25 43(16.7%)
1915 238 57 24 81(34.0%) 45 4 49(20.6%)
1916 262 74 63 137(52.3%) 21 36 57(21.8%)
1917 271 104 36 140(51.7%) 28 8 36(13.3%)
1918 257 51 40 91(35.4%) 53 53(20.6%)
1920 233 50 47 97(41.6%) 41 41(17.6%)








































したものと理解できる 35）。1921 年度は卒業生 296 名のうち優等生は合計 49 名を数え、賞状・賞品



































































































































































(38)　例えば教育技術連盟編『教育技術』小学館、1957 年 2 月号では、学年末表彰の廃止をめぐって「共同研究」
の特集が組まれ、各地の状況が調査・紹介されている。「新教育と慣習板バサミ　きょうから卒業式始まる」










の例として、牧野幸「子ども主役の卒業式に」『生活指導』明治図書、2008 年 3 月号（同号所収の大和久勝
によるコメント「『学校づくり』と『学び』の視点を持った実践の展開」も参照されたい）。「儀式規程」導
入直後の豊岡小で厳格な要素が従来の形につけ足された例が想起されるが、これと順序が逆になる形で学校
固有の要素が創造され組み込まれている点は興味深い展開といえる。
